


　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
は
輝
か
し
い
希
望
と
期
待
を

も
っ
て
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
世
紀
の
幕
開
け
が
間
近
に

迫
り
新
た
な
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
き
、
地
方
分
権

の
推
進
、
防
災
対
策
の
強
化
、

産
業
振
興
、
教
育
文
化
の
充
実
、

道
路
体
系
の
整
備
、
ま
た
昨
年

１
２
月
国
会
に
お
い
て
法
案
が
成

立
し
ま
し
た
介
護
保
険
料
等
、

い
ず
れ
も
ゆ
る
が
せ
に
出
来
な

い
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
私
共
は
こ
れ
ら
の
諸
課
題

に
向
け
て
積
極
的
に
対
処
し
て

い
く
責
務
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
前
田
町
長
が
提
唱

し
て
お
り
ま
す
活
・
活
西
桂
の

進
展
を
注
視
し
、
町
民
全
て
が

幸
せ
を
享
受
で
き
る
豊
か
な
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

創
意
工
夫
を
重
ね
、
町
民
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
お
わ
で
と
う
ご
ぐ
い
ま
す

　
町
民
の
皆
様
、
平
成
１
０
年
の

新
春
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
「
１
年
の
計
は
元
且

に
あ
り
」
と
は
古
い
言
葉
で
す

が
、
昨
年
と
今
年
は
一
瞬
の
継

続
で
す
。
私
た
ち
は
目
先
の
こ

と
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
。
こ

の
区
切
り
の
時
に
昨
年
を
振
り

返
り
新
年
の
計
画
を
立
て
る
こ

と
は
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
も
激
動
の
１
年
で
し
た
。

重
大
な
出
来
事
が
起
こ
り
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
生
活

の
周
辺
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
－
月
２
日

島
根
県
沖
日
本
海
で
ロ
シ
ア
船

籍
タ
ン
カ
ー
が
沈
没
し
、
重
油

回
収
の
た
め
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
尊
い
活
躍
を
見
ま
し
た
。

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
民
主
的
か
つ
公
平
で
円

滑
な
議
会
運
営
を
心
が
け
、
町

議
会
の
歴
史
の
中
で
先
輩
議
員

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
議
会

の
権
威
を
ま
す
ま
す
高
め
て
ま

い
り
ま
す
と
共
に
、
町
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
努
力
を
い
た
し

て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
格
段
の
ご
指
導
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

世
相
は
銀
行
・
証
券
会
社
等
の

金
融
破
綻
、
景
気
低
速
、
暗
い

話
題
が
多
か
っ
た
訳
で
す
が
、

県
内
関
係
者
で
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

出
場
の
原
動
力
と
な
っ
た
中
田

選
手
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で

宇
宙
遊
泳
を
果
た
し
た
土
井
飛

行
士
の
快
挙
も
少
な
い
明
る
い

話
題
で
し
た
。

　
最
後
に
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議員 ・町長等の平成１０年３局期末手当

　　　引き上げを見送り 、全議案を可決

運合審査会 ・議案審査 薯
竈
　
碧
ヨ
竈

平
威
９
年
虜
一
胆
会
計
第
４
号
補
正
予
口
審
査

概
要
説
明
　
歳
出
の
主
な
内
容

は
、
小
学
校
の
通
学
路
整
備
の

経
費
を
追
加
、
小
・
中
学
校
と

保
育
所
の
３
ケ
所
に
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
予
算
計

上
で
あ
る
亡
ま
た
桜
の
里
づ
く

り
事
業
で
変
更
が
生
じ
追
加
し
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
関

し
疾
病
の
状
況
に
よ
り
増
額
と

な
り
追
加
し
、
老
人
ホ
ー
ム
措

置
費
助
成
を
追
加
計
上
す
る
。

問
　
土
木
費
道
路
橋
梁
費
、
桂

川
管
理
道
の
整
備
に
伴
い
、
町

道
小
沼
中
央
線
よ
り
桂
川
管
理

道
へ
小
学
校
通
学
路
を
変
更
す

る
た
め
の
条
件
整
備
は
。

○
掌
喀
へ
の
－
入
豊
●
は

一
叢
１
０
書
尼
□
竈
化

教
育
長
　
学
校
、
保
護
者
と
も

通
学
路
変
更
を
望
ん
で
い
る
。

今
回
、
通
学
路
へ
の
進
入
路
確

保
の
た
め
の
土
地
買
収
費
と
出

口
通
路
の
敷
地
境
界
確
認
の
た

め
の
測
量
設
計
委
託
料
を
計
上

し
た
。
平
成
ユ
ｏ
年
度
当
初
予
算

で
事
業
化
し
た
い
。
小
学
校
低

学
年
齢
児
の
桂
川
へ
の
転
落
な

ど
の
事
故
防
止
は
、
児
童
へ
の

指
導
を
徹
底
す
る
。

問
　
民
生
費
老
人
福
祉
費
、
寝

た
き
り
老
人
等
へ
の
療
養
ベ
ッ

ト
の
利
用
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
　
現
在
の
貸
し
出

し
者
は
１
９
名
で
、
う
ち
町
有
分

の
ベ
ッ
ト
で
１
１
名
、
リ
ー
ス
で

８
名
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
高
齢
化
の
今
日
、
貸
し
出

し
希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

町
有
の
ベ
ッ
ト
を
増
や
し
、
白

前
購
入
や
使
用
済
み
療
養
ベ
ッ

ト
の
寄
付
な
ど
協
力
を
お
願
い

す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。

住
民
福
祉
課
　
今
回
の
補
正
で

国
民
健
康
保
険
会
計
予
算
に
よ

る
購
入
を
計
画
し
て
い
る
。
年

次
計
画
で
増
や
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
は
三
ツ
峠
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄
付
も
見
込
ま

れ
る
等
、
協
力
を
呼
び
か
け
た

い
。
今
後
は
希
望
者
に
対
し
て
、

所
得
審
査
な
ど
に
よ
り
貸
し
出

し
決
定
を
検
討
し
た
い
。
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平成９年慶の各会計補正額 （単位：千円）

会　　　計

議案５３ 一般会計４号補正
議案５４ 国民健康保険会計１号補正
議案５５ グリーンセンター会計１号補正

議案５６ 簡易水道会計２号補正
議案５７ 下水道会計２号補正

補　正　額

２千５８７万Ｏ

ｌ１９万７

２０万８

２９万７

７６万ユ

補正後の予算総額

１９億４千４８２万６

２億７千３２５万４

２千９９０万７

６千４７５万６

２億４千ユ０７万６

歳出内容説明
別記、職員人件費追加

職員人件費、介護用ペット購入費等迫加

臨時職員賃金減額、職員人件費追加

職員人件費追加

職員人件費追加

皿
日
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◇
運
営
方
法
決
定

１
５
日
本
会
議
開
会

　
　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
　
◇
会
期
の
決
定

　
　
◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
　
　
査
報
告
（
総
務
委
貝
会
）

　
　
◇
町
長
所
信
表
明

　
　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
　
　
譲
案
５
ユ
ー
５
７
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
　
本
会
議
散
会

　
　
連
合
審
査
会

　
　
◇
付
託
議
案
審
査

１
９
日
本
会
議
再
開

　
　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
告
＾
議
案
５
ユ
、
５
３
－
５
５
一

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
長
報
告
一
議
案
５
２
，
５
６
，
５
７
一

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
譲
案
５
８
－
６
０
一

　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
総
務
委
員
会
付
託

◇
議
貝
発
議
上
程
一
発
議
ヱ

説
明
・
質
疑

　
総
務
委
員
会
付
託

本
会
議
休
憩

連
合
審
査
会

◇
付
託
議
案
審
査

本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報
告

　
（
議
案
５
８
－
６
０
、
発
議
７
一

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
一
般
質
問
（
牛
田
茂
議
員
一

【
１
審
む
案
件
曇

案
例
一
５
件

謝
案
５
１
　
西
桂
町
国
民
健
康
保
険

　
税
条
例
の
一
部
改
正

○
県
の
指
導
に
よ
り
、
災
害
等
に

　
よ
る
生
活
困
窮
者
へ
の
国
民
健

　
康
保
険
税
の
減
免
規
定
の
改
正
。

諏
集
５
２
　
西
桂
町
営
住
宅
管
理
条

例
の
全
部
改
正

○
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴

　
い
、
入
屠
者
資
格
、
家
賃
制
度
、

　
公
営
住
宅
の
供
給
方
式
等
に
つ

　
い
て
改
善
を
行
う
改
正
。

謝
案
５
８
　
西
桂
町
職
員
給
与
条
例

　
の
一
部
改
正

○
県
の
指
導
に
よ
り
、
町
職
貝
給

与
を
改
正
す
る
。

議
案
５
９
　
西
桂
町
長
等
の
給
与
及

　
び
旅
費
条
例
の
一
部
改
正

○
平
成
１
０
年
３
月
支
給
の
期
末

　
手
当
に
隈
り
、
町
長
、
収
入
役

　
は
据
え
置
く
改
正
。

識
案
６
０
　
西
桂
町
教
育
長
の
給
与

　
等
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

○
町
長
、
収
入
役
と
同
様
に
、
期

　
末
手
当
を
据
え
置
く
改
正
。

Ｈ
議
員
発
議
］
１
件

発
議
７
　
西
桂
町
議
会
議
員
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

○
平
成
１
０
年
３
月
支
給
の
期
末

　
手
当
に
限
り
、
据
え
置
く
改
正
。
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ミ
一
一
サ
ッ
カ
ー
場
造
成

護
岸
工
亭
着
手
柄
杓
流
河
川
公
園
・

県
へ
移
管
終
了
冨
±
吉
田
西
桂
線

１２月定例会本会議
グリーンセンター 横ミニサッカー 場予定地

　
平
成
９
年
ｕ
月
定
例
議
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端

を
述
べ
、
活
活
西
桂
の
建
設
の

た
め
、
議
員
及
び
町
民
各
位
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
凸

　
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
長

引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
政
府
の

税
収
の
落
ち
込
み
や
緊
急
経
済

対
策
に
よ
る
新
た
な
歳
出
増
は
、

地
方
交
付
税
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
、
国
費
負
担
を
地

方
や
国
民
に
転
嫁
す
る
種
々
の

制
度
改
正
に
も
拍
車
が
か
か
り

か
ね
な
い
と
危
慎
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
金
融
機

関
の
相
次
ぐ
破
綻
は
、
日
本
版

ビ
ッ
ク
バ
ン
の
幕
開
け
を
目
前

に
、
不
安
心
理
を
助
長
す
る
も

の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
規
制
緩
和
が
進
む
に
つ
れ

て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

も
地
方
分
権
の
代
償
と
し
て
、

責
任
は
我
に
帰
属
す
る
も
の
と

自
覚
し
、
事
の
執
行
に
あ
た
ら

ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
私
に
お
い
て
は
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
＝
心
の

豊
か
さ
が
享
受
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
活
活
西
桂
を

掲
げ
、
平
成
９
年
度
も
そ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
三
ツ
峠
周
辺
整

備
に
お
け
る
事
業
展
開
や
県
道

富
士
吉
田
西
桂
線
な
ど
数
々
の

局
面
に
お
い
て
議
員
、
住
民
各

位
か
ら
後
押
し
と
な
る
お
力
添

い
を
い
た
だ
き
、
誠
に
感
謝
に

堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
で
は
こ
れ
よ
り
活
活
西
桂
建

設
の
た
め
の
執
行
状
況
に
つ
い

て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
＾
三
ツ
峠
周
辺
整
備
箏
簑
ｖ

　
ま
ず
桜
の
里
づ
く
り
事
業
は

平
成
８
年
度
に
憩
い
の
森
に
若

干
の
桜
植
栽
を
行
い
ま
し
た
が
、

本
格
的
な
植
栽
に
つ
い
て
は
平

成
９
年
１
０
年
度
の
２
ヶ
年
に
渡

っ
て
実
施
す
る
計
画
で
、
本
年

度
は
、
去
る
ｎ
月
３
０
日
に
多
く

の
町
民
の
参
加
を
い
た
だ
く
な

か
で
植
樹
祭
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
一
一
ツ
峠

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
横
の
農
村

公
園
か
ら
憩
い
の
森
公
園
ま
で

の
延
長
約
２
ｈ
に
、
桜
、
も
み

じ
等
の
低
木
類
、
合
計
２
千
本

を
植
栽
い
た
し
ま
し
た
が
、
次

年
度
に
お
い
て
も
更
に
植
樹
を

行
い
、
三
ツ
峠
の
豊
か
な
自
然

と
美
し
い
景
観
を
助
長
さ
せ
、

事
業
効
果
を
高
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
土
地

所
有
者
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
《
ミ
一
一
サ
ツ
カ
ー
蜴
建
股
》

　
現
在
、
造
成
工
事
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

＾
仮
称
柄
杓
流
河
川
公
回
》

　
都
留
土
木
事
務
所
に
お
い
て
、

護
岸
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
し

ダ
嚇
螂

た
。
ま
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

建
設
予
定
地
の
左
岸
側
に
つ
い

て
も
、
都
留
土
木
事
務
所
よ
り
、

’え

平成９年１１月３０日実施 、第２回植樹祭

－４－
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（調査）三ツ峠周辺整備事業 ・アクセス道路計画の進捗状況は

（結果）憩いの森公衆トイレ移転へ ・各計画の甘さを指摘

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
予
定
地
の
河
川

改
修
工
事
は
、
都
留
土
木
事
務

所
よ
り
、
平
成
９
年
度
中
に
護

岸
改
修
工
事
を
実
施
す
る
回
答

を
得
た
。
敷
地
内
の
大
蔵
省
管

轄
の
国
有
地
は
、
町
費
を
か
け

ず
、
河
川
の
敷
地
と
し
て
建
設

省
に
移
管
し
た
後
、
無
償
の
使

用
貸
借
協
定
を
結
び
利
用
し
た

い
。
柄
杓
流
川
公
園
建
設
は
、

県
事
業
と
し
て
平
成
１
０
年
度
よ

り
３
ヶ
年
事
業
で
、
流
路
工
及

び
護
岸
の
整
備
と
町
道
＝
一
ツ
峠

２
号
線
の
拡
幅
を
実
施
す
る
。

委
員
意
見
　
失
敗
例
も
含
め
、

先
進
地
の
施
設
調
査
を
早
急
に

実
施
し
、
事
業
計
画
に
基
づ
き

概
算
収
支
報
告
書
を
作
成
し
、

報
告
さ
れ
た
い
。
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
柄
杓
流
川
公
園
と
も

周
辺
に
整
備
さ
れ
た
堰
堤
が
あ

っ
て
も
災
害
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
上
流
部
の
整
備

を
要
望
す
る
。

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
関
係

地
主
の
要
望
が
実
現
困
難
な
た

め
交
渉
は
打
ち
切
り
と
し
た
い
。

　　　　　 ・’ ∴．

、．

　葦駄．止瓜・ 一．

／

移転を検討 、憩いの森公衆トイレ（右側擬岩）

他
の
電
力
確
保
も
検
討
し
た
が

実
現
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た

め
憩
い
の
森
公
衆
ト
イ
レ
を
大

沢
公
園
下
の
柄
杓
流
公
園
等
に

移
動
を
検
討
し
て
い
る
。

委
員
意
見
　
事
業
化
の
段
階
で

の
準
備
不
足
が
原
因
で
電
力
確

保
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
の
困
難
な
状
況
が
生
じ
た
。

移
動
は
や
む
を
え
な
い
処
置
で

あ
る
の
で
、
早
急
に
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

企
画
振
輿
課
概
要
説
明
　
ト
ン

ネ
ル
案
に
つ
い
て
３
案
の
工
事

費
は
、
共
に
１
０
数
億
円
が
予
想

さ
れ
る
。
土
地
取
得
費
は
金
額

に
入
っ
て
い
な
い
た
め
事
業
費

は
更
に
多
く
な
る
。
こ
れ
が
最

終
案
で
な
く
、
今
後
も
検
討
す

る
血委

員
意
見
莫
大
な
経
費
が
か

か
る
の
で
、
単
な
る
道
路
整
備

で
は
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
。
中
学
校
裏
山
の
開
発
と
三

ツ
峠
ア
ク
セ
ス
道
路
と
を
セ
ッ

ト
に
し
て
検
討
す
る
必
要
性
が

あ
る
。
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本
年
度
中
に
護
岸
改
修
工
事
に

着
工
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

＾
県
遁
富
士
吉
田
西
桂
線
》

　
長
年
に
渡
り
懸
案
の
県
道
の

路
線
認
定
、
区
域
決
定
、
供
用

開
始
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

９
年
ｎ
月
１
７
日
付
け
で
山
梨
県

告
示
と
な
り
、
年
内
に
は
確
定

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
供
用

開
始
と
な
る
道
路
の
区
聞
に
つ

い
て
は
、
上
町
地
区
の
米
倉
か

ら
倉
見
地
区
の
中
央
道
沿
い
を

柿
園
地
区
の
四
方
内
ま
で
の
間

で
あ
り
、
延
長
約
３
千
２
０
０
ｍ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
区
間
の
町

道
は
、
山
梨
県
管
理
の
県
道
と

な
り
ま
す
。
県
道
の
整
備
及
び

ル
ー
ト
変
更
等
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
地
元
地
区
の

方
々
及
び
地
元
の
議
会
議
員
で

道
路
建
設
相
談
員
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
３
月
末
ま
で
に
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
《
０
Ａ
化
の
推
進
》

　
Ｏ
Ａ
化
推
進
に
つ
い
て
は
、

西
桂
町
行
政
改
革
大
綱
に
掲
げ

ら
れ
た
行
政
課
題
で
あ
り
、
平

成
９
年
３
月
の
パ
ソ
コ
ン
の
第

－
次
配
備
、
１
０
月
末
の
第
２
次

配
備
を
も
っ
て
、
職
員
－
人
－

台
体
制
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
ソ
フ
ト
環
境
の
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

行
政
シ
ス
テ
ム
化
計
画
が
示
す

と
お
り
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
を
か
わ
き
り
に
順
次
導
入
し

て
ま
い
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

《
庁
舎
、
東
別
館
、

　
　
上
町
公
民
館
の
改
修
》

　
ご
利
用
い
た
だ
く
町
民
各
位
、

議
貝
各
位
、
関
係
者
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。
庁
舎
に
つ
い
て
は
約
３

千
８
０
０
万
円
を
か
け
て
、
１
０

月
６
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
庁

舎
東
別
館
に
つ
い
て
は
、
約
－

千
２
０
０
万
円
を
か
け
て
ｕ
月

１
９
日
に
完
成
し
、
１
階
を
倉
庫
、

２
階
を
主
に
町
史
編
纂
室
と
し

て
供
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

上
町
公
民
館
は
、
約
３
千
２
０

０
万
円
で
ｍ
月
３
０
日
に
完
成
い

た
し
ま
し
た
。

　
《
防
犯
灯
の
設
置
》

　
各
地
区
の
主
要
道
路
で
は
、

１
２
月
中
に
本
年
分
工
事
を
終
了

予
定
で
す
。
設
置
の
全
体
計
画

で
は
、
次
年
度
を
最
終
年
度
と

し
ま
す
。

－５■
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一
ニ
ヅ
峠
ア
ク
セ
ス
邊
路
口
殴

　
　
　
口
用
が
か
か
ｏ
す
ぎ
る
の
で
は

　
　
　
ル
ー
ト
を
検
討
し
、
調
査
を
目
ね

　
　
　
１
０
億
円
以
内
で
箏
業
化
し
た
い

牛

　
　
　
三
ツ
峠
ア
ク
セ
ス
道
路

問
　
　
　
計
画
に
お
い
て
は
工
事

費
の
み
で
、
１
案
に
つ
い
て
は

約
１
４
億
円
、
２
案
は
１
３
億
８
千

万
、
３
案
は
１
９
億
と
さ
れ
、
障

害
物
と
し
て
２
案
は
町
営
住
宅

２
棟
、
集
会
所
－
棟
、
終
点
部

民
家
及
び
物
置
と
あ
り
、
３
案

に
は
終
点
部
民
家
物
置
・
墓

地
、
１
案
が
終
点
部
民
家
物
置

と
聞
い
て
い
る
。

　
１
案
を
視
野
の
中
で
仮
算
定

す
る
と
、
土
地
購
入
、
民
家
物

置
等
の
保
障
で
約
５
億
円
と
合

計
約
２
０
億
か
ら
な
る
予
算
が
算

定
さ
れ
る
事
業
と
思
わ
れ
る
。

大
き
な
財
源
が
必
要
な
事
業
で

あ
り
、
後
々
の
子
孫
に
つ
け
が

回
ら
な
い
施
策
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
。

長
仮
称
小
沼
三
ツ
峠
線
ア

巾
剛
　
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て

は
、
町
の
唯
一
の
観
光
資
源
で

あ
る
三
ツ
峠
周
辺
地
域
へ
の
快

適
な
交
通
ア
ク
セ
ス
の
た
め
、

ま
た
下
暮
地
地
区
住
民
の
生
活

道
路
と
し
て
必
要
不
可
欠
と
判

断
し
て
い
る
。
委
員
会
事
務
調

査
に
お
い
て
、
担
当
課
よ
り
数

案
を
説
明
し
た
が
、
こ
の
事
業

の
執
行
に
当
た
っ
て
は
大
変
な

経
費
が
か
か
る
わ
け
で
、
さ
ら

に
別
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
早

急
に
検
討
す
る
よ
う
担
当
課
に

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
昨
年
９
月
の
総
務
委
員

問
　
　
　
会
で
町
長
は
、
こ
の
道

路
計
画
は
お
お
む
ね
１
０
億
円
く

ら
い
を
想
定
さ
れ
、
補
助
金
を

５
億
、
町
の
持
ち
出
し
金
額
が

５
億
円
く
ら
い
で
あ
れ
は
事
業

仮称柄杓流河川公園予定地（右側土手下〕

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
仮
算
定
を
示
さ
れ
た
。
こ
の

事
は
１
０
億
以
内
で
道
路
計
画
を

促
進
す
る
と
い
う
理
解
か
と
思

う
。
財
源
が
厳
し
い
お
り
、
金

の
か
か
ら
な
い
道
路
整
備
が
図

ら
れ
れ
ば
、
議
会
と
し
て
も
賛

成
の
意
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

長
２
０
億
円
と
い
う
数
字
を

Ｊ
　
回
凹
企
画
振
興
課
で
発
表
し

た
が
、
５
案
の
内
３
案
の
数
字

で
あ
る
。
私
は
あ
く
ま
で
も
ユ
ｏ

億
以
下
で
の
ル
ｉ
ト
を
検
討
し

そ
い
る
。
そ
れ
に
は
地
質
調
査

が
済
ま
な
け
れ
ば
数
字
が
出
て

こ
な
い
。
岩
盤
が
多
い
と
恩
わ

れ
、
１
０
億
円
以
下
に
な
る
と
考

え
て
い
る
が
結
果
が
で
る
ま
で

お
待
ち
願
い
た
い
。

籟杓漬河川公團などの

竈螂の公■はもう目５ないのでは

柄杓流河川公圓は

他施設との相乗効果が期待出乗る

コ
『
■
問
－

　
　
　
現
在
憩
い
の
森
、
郷
土

問
　
　
　
、

　
　
　
公
園
等
、
一
さ
く
は
ラ

ン
ラ
ン
ラ
ン
ド
、
桂
川
大
橋
各

公
園
が
あ
り
、
柿
の
木
公
園
の

完
成
年
度
も
間
近
で
あ
る
。

　
柄
杓
流
川
公
園
に
つ
い
て
は

町
の
総
人
口
４
千
９
０
０
名
で

の
新
規
公
園
計
画
が
適
切
で
あ

る
の
か
、
更
な
る
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

長
仮
称
柄
杓
流
河
川
公
園

ｍ
｝
　
に
つ
い
て
は
、
私
は
三

ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
計
画
の
中

で
生
き
物
ふ
れ
あ
い
ゾ
ｉ
ン
と

し
て
、
大
沢
公
園
と
仮
称
柄
杓

流
河
川
公
園
を
位
置
づ
け
、
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
付
属
的
施

設
と
し
て
の
多
く
の
利
用
者
が

見
込
ま
れ
る
事
か
ら
、
県
関
係

機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

現
在
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

事
業
執
行
に
つ
い
て
は
、
町
の

要
望
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
平
成
１
０
年
度
以

降
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
町
内

外
の
利
用
者
が
安
全
で
利
用
し

や
す
い
公
園
を
作
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
さ
ら
に
県
関
係
機

関
に
対
し
強
く
要
望
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
る
凸

　
今
後
の
新
規
公
園
建
設
に
つ

い
て
は
既
存
の
公
園
の
利
用
状

況
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

－６－



　
　
　
厳
し
い
社
会
状
況
下
、
口
循
も
臼
め
て

　
　
　
中
掌
校
口
山
”
竈
甘
回
の
目
槍
討
宕

　
　
　
呵
の
活
性
化
の
た
め
開
発
は
必
害

　
　
　
開
発
冒
負
担
は
土
地
売
却
代
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
・
県
で
は
時
代
的
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
に
対
応
し
必
要
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
づ
く
取
捨
選
択
を
実
施
す
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
路
線
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
月
市
Ｊ
Ｒ
猿
橋
駅
裏
山
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
事
業
、
都
留
市
宝
地
区
の
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
開
発
促
進
事
業
、
富
士
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
繊
維
産
業
の
工
業
団
地
造開発が検討される中学校裏山

成
の
ス
ト
ッ
プ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
が
完
成
後
入
居
が
促
進
さ

れ
て
い
な
い
現
状
を
見
る
中
で
、

開
発
事
業
が
い
か
に
困
難
な
事

業
で
あ
る
か
を
感
じ
る
。

　
中
学
校
裏
山
開
発
計
画
に
つ

い
て
、
３
万
坪
で
仮
算
定
を
す

る
と
緑
地
帯
道
路
で
２
０
％
が
利

用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
土
地

及
び
造
成
費
で
！
０
か
ら
１
５
億
以

上
の
予
算
も
想
定
さ
れ
、
予
想

第
－
工
区
に
お
い
て
は
景
観
上

か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
企
業

誘
致
が
危
倶
さ
れ
る
。
更
に
検

討
さ
れ
、
計
画
事
業
の
凍
結
、

あ
る
い
は
断
念
も
視
野
に
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
け
る
か
、
町

長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

長
現
在
、
企
画
振
興
課
に

－
則
　
お
い
て
基
本
構
想
・
基

本
計
画
の
素
案
を
作
成
中
で
あ

る
。
私
と
し
て
は
今
後
地
質
調

査
等
を
実
施
す
る
中
で
、
調
査

緒
果
を
見
な
が
ら
慎
重
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
都
市
住
民
と
の
交
流
の

問
　
　
　
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

レ
ｉ
シ
ョ
ン
施
設
、
優
良
企
業

の
誘
致
雇
用
機
会
の
拡
大
等
を

図
る
構
想
で
あ
る
が
、
県
の
米

倉
山
の
開
発
で
は
厳
し
い
状
況

下
の
中
で
対
象
職
種
を
製
造
業

ま
で
広
げ
、
山
梨
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ク
に
お
い
て
は
分
譲
価
格
を

引
き
下
げ
る
方
針
も
固
め
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
亡
そ
の
中
で

ス
ポ
ｉ
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施

設
に
つ
い
て
は
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
全
体
を
見
直
し
、
検
討
さ

れ
有
効
利
用
の
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
経
費

を
か
け
な
い
で
町
長
が
提
案
す

る
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
も
そ
の
地

域
に
出
来
る
の
で
は
。

長
牛
田
議
員
の
指
摘
は
支

］■
口
　
出
の
み
で
、
売
却
収
入

が
入
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で

も
公
共
用
地
を
残
し
て
収
支
均

等
が
取
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
た
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
の
遊
休
地
ま
た
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
周
辺
に
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
と
か
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
場
が
出
来
て
、
状
況
を
見
て

そ
の
段
階
で
検
討
し
た
い
。

　
私
と
し
て
は
決
定
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
構
想
の
段

階
で
あ
る
。
開
発
に
よ
る
町
の

活
性
化
、
ま
た
財
政
収
入
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

オートキャンプ場予定地

県オ■トキャンプｏ■竈のみでは

箏前冒■嗜が甘いのでは

都市住民との交流の場となる施設

複数の施設を調査した結果である

コ
『
■
問
■

　
　
　
委
員
会
に
よ
る
オ
ー
ト

問
　
　
　
キ
ャ
ン
プ
場
計
画
の
進

捗
状
況
の
説
明
に
よ
る
と
、
県

営
丘
の
公
園
を
視
野
に
お
き
４

月
か
ら
ｕ
月
ま
で
で
延
べ
９
６

○
台
と
し
、
当
町
の
予
定
数
は

３
分
の
ー
の
３
０
０
台
と
し
た

計
画
説
明
は
事
前
調
査
の
甘
さ

を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
丘

の
公
園
の
景
観
と
当
地
山
間
の

景
観
と
の
異
差
－
格
差
の
評
価

で
は
調
査
不
足
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
も
の
で
あ
る
。

長
週
休
二
日
制
．
夏
期
休

巾
則
　
暇
制
度
の
普
及
や
マ
イ

カ
ー
の
普
及
な
ど
社
会
的
な
要

因
と
若
者
の
野
外
活
動
指
向
の

高
ま
り
に
よ
り
、
白
然
体
験
施

設
と
し
て
、
ま
た
都
市
住
民
と

地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
な

る
計
画
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
事

前
調
査
の
件
は
、
複
数
の
施
設

を
調
査
し
、
当
町
の
年
間
稼
働

見
込
み
を
試
算
し
た
結
果
と
自

負
し
て
い
る
。

　
私
が
提
唱
し
て
い
る
活
・
活

西
桂
建
設
の
重
点
施
策
に
位
置

づ
け
た
＝
一
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業

の
中
で
も
中
核
を
な
す
事
業
で
、

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
場
・
桜
の
里
、

仮
称
杓
柄
流
河
川
公
園
等
と
の
、

複
合
的
利
用
に
よ
り
、
三
ツ
峠

グ
リ
ｉ
ン
セ
ン
タ
ー
が
活
性
化

す
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■７１



繕’’務常’ 任’委’員会

（調査）三ツ峠グリーンセンター事業の現状は

業績は悪化している
。

（結果）テニス利用や水販売の減少等
、

用に水はしは方が８し入に利宿セ
に減の近て町が ’月てがつ用がン
お少販年い内利そにい例いに宿タ
いし売徐るの用れつる年て影泊１
て’ に々 。会し以い 。には響 ・所
もてつにバ社て外て武比宿ｋ食長
量；達警÷ボ暮理番衰蓼叢薫讃

２　約いユ が研町が７く食９道剣
握点姜今ム駕篇塞貫尺警叢震碧碧

　グリーンセンターの業績は悪化しており 、早急な見

直しが必要である 。事業の展開にあたってはテ＝スコ

ートの利用変更も視野に入れて 、町民の希望をよく聞

いて住民福祉に寄与する方向で取り組まれたい 。

　また委員より「食堂経費の明細の幕提出 、バスター

ミナル等への広告掲載等、Ｐ　Ｒの強化に努め 、また町

民体育館の検討をお願したい。」との意見が出ている 。

少
し
て
い
る
。

　
減
少
原
因
に
つ
い
て
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
会
社
の
福
利
厚
生

事
業
で
使
用
し
た
が
不
況
に
よ

る
滅
少
、
ま
た
隣
接
市
町
村
に

利
用
客
が
流
れ
た
。
水
販
売
は

卸
に
つ
い
て
は
参
入
業
者
が
増

え
、
小
売
に
つ
い
て
は
送
料
が

高
い
た
め
で
あ
る
。

間
　
食
堂
収
入
の
経
費
に
つ
い

て
、
光
熱
水
費
、
人
夫
賃
等
が

あ
る
が
、
明
細
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
今
年
度
武
道
館
利
用
が
大

幅
に
伸
び
た
理
由
は
。

セ
ン
タ
ー
答
経
費
に
つ
い
て

は
、
歳
出
の
賃
金
、
需
用
費
等

に
他
の
経
費
と
一
緒
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
賄
材
料
費
の
み
提

示
で
き
る
。
武
道
館
利
用
の
伸

び
は
今
年
度
雑
誌
等
に
水
ニ
アグリーンセンター研修棟にて委員会実施

ニ
ス
も
含
め
て
、
Ｐ
Ｒ
の
広
告

を
出
し
た
影
響
と
思
う
。

委
員
意
見
　
後
日
、
歳
出
の
食

堂
経
費
等
事
業
別
に
明
細
を
お

知
ら
せ
願
い
た
い
。

テ
ニ
ス
コ
　
ト
の
籟
用
は

問
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

他
村
の
民
宿
の
よ
う
に
、
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
場
等
へ
の
転
用
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。

企
画
振
輿
課
答
　
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
場
建
設
が
三
ツ
峠
周
辺
整
備

事
業
の
一
環
で
行
わ
れ
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
利
用
状
況
等
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

委
員
意
見
　
三
ツ
峠
周
辺
事
業

及
び
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
利
用
変
更
も
視
野

に
入
れ
、
町
民
の
希
望
を
聞
き
、

住
民
福
祉
に
寄
与
す
る
方
向
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
都
営
バ
ス
、
新
宿
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
ヘ
の
広
告
掲
載
、
大

学
の
サ
ｉ
ク
ル
等
に
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
す
べ
き
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
答
専
門
誌
４
社
へ

広
告
を
出
し
た
。
都
営
バ
ス
、

、
’
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＼
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バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヘ
の
広
告
掲

載
料
は
高
い
が
、
交
渉
し
て
み

た
い
。
ま
た
大
学
は
予
算
の
範

囲
内
で
計
画
を
考
え
た
い
。

問
　
町
内
に
民
間
業
者
が
育
っ

た
の
で
、
町
に
よ
る
水
の
販
売

は
今
後
廃
止
の
方
向
で
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

セ
ン
タ
ー
答
町
に
４
社
で
き

た
の
で
、
概
ね
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
状
で
は
人
件
費
を
別
に
す
れ

ば
赤
字
で
は
な
い
。
今
後
サ
ｉ

ビ
ス
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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「
上
町
子
供
み
こ
し
」
と
は

資
料
提
供
　
上

町
区

　
上
町
区
に
あ
っ
て
は
平
成
９

年
９
月
の
秋
祭
り
に
地
域
の
青

年
た
ち
の
手
作
り
子
供
み
こ
し

の
渡
御
が
挙
行
さ
れ
、
多
く
の

方
の
好
評
を
博
し
新
聞
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
上
町
に
子
供
み
こ
し
を

　
ふ
る
さ
と
作
り
、
地
域
お
こ

し
と
い
う
言
葉
の
中
で
、
町
内完成した上町子供みこ□

の
地
区
ご
と
に
何
台
か
の
手
供

み
こ
し
が
存
在
し
、
毎
年
子
供

た
ち
の
楽
し
い
行
事
の
一
つ
と

し
て
地
域
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

の
渡
御
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
町
区
に
あ
っ
て
も
こ
の
子

供
み
こ
し
の
実
現
を
思
い
つ
つ

も
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
平
成
８
年
夏
の
事
業
別
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
慰
労
会
の
席

上
、
上
町
区
の
隣
保
組
、
浅
間

町
の
青
年
グ
ル
ｉ
プ
全
員
で
子

供
み
こ
し
共
同
制
作
の
話
し
が

持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
全
員
が
仕
事
を
持
つ
身
で
あ

り
素
人
で
あ
り
ま
す
。
決
定
し

た
以
上
完
成
ま
で
全
員
に
責
任

が
あ
り
ま
す
。

　
み
こ
し
は
手
作
り
で

　
み
こ
し
の
形
は
浅
閻
神
社
と

同
形
の
八
角
み
こ
し
、
資
金
は

全
員
で
出
し
合
い
、
製
作
担
当

は
白
須
良
治
君
に
決
定
し
ま
し

た
。
手
始
め
は
資
材
調
達
で
す

が
平
成
８
年
ｎ
月
中
旬
に
全
員

で
金
銭
も
含
め
て
調
達
し
、
以

後
白
須
君
は
勤
め
の
傍
ら
黙
々

と
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
翌
９
年
桜
咲
く
季
節

大雨の中 、元気に担ぐ子供たち

を
迎
え
て
小
沼
浅
問
神
社
の
祭

典
の
頃
、
子
供
み
こ
し
作
り
の

作
業
も
大
部
分
が
出
来
あ
が
り
、

本
体
の
色
合
わ
せ
・
ペ
ン
キ
塗

料
、
担
ぎ
棒
の
寸
法
と
、
白
須

君
を
中
心
に
製
作
グ
ル
ー
プ
全

員
が
手
を
染
め
て
の
作
業
が
続

．
き
ま
し
た
。

　
み
こ
し
の
休
憩
台
も
仕
上
が

り
、
飾
り
付
け
も
始
ま
り
、
日

ご
と
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く

み
こ
し
は
、
全
員
の
苦
労
を
忘

れ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
完
成
へ

の
執
念
を
感
じ
ま
し
た
。

　
子
供
み
こ
し
は
区
に
寄
則

　
上
町
区
で
は
こ
の
子
供
み
こ

し
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
持
た
れ
、
上
町
区
の
管

理
下
に
あ
る
大
神
宮
に
子
供
み

こ
し
を
寄
贈
し
て
く
れ
る
よ
う
、

製
作
グ
ル
ー
プ
に
お
願
い
を
し

ま
し
た
。
平
成
９
年
６
月
８
日

午
後
－
時
、
旧
上
町
公
民
館
に

て
子
供
み
ヒ
し
寄
贈
式
が
挙
行

さ
れ
、
上
町
区
役
員
、
上
町
の

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
育
成
会
役

員
の
出
席
の
中
、
浅
問
町
組
長

を
先
頭
に
青
年
１
５
名
程
よ
り
寄

贈
を
受
け
、
公
民
館
に
鎮
座
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
青
年
た
ち

が
７
ヶ
月
を
か
け
完
成
さ
せ
た

手
作
り
の
み
こ
し
で
あ
り
、
大

切
に
使
用
す
る
こ
と
を
出
席
者

全
員
で
誓
い
ま
し
た
。

　
６
月
１
２
日
夜
、
上
町
区
内
の

各
種
団
体
が
出
席
し
て
、
氏
子

総
代
長
の
も
と
今
後
の
運
営
方

法
、
保
存
に
つ
い
て
の
会
議
が

も
た
れ
、
上
町
子
慎
み
こ
し
保

存
会
設
立
を
決
定
、
毎
年
９
月

１
５
目
の
大
神
宮
祭
典
で
、
渡
御

を
行
う
こ
と
な
り
ま
し
た
。

　
製
作
費
用
は
材
料
・
装
具
で

１
２
万
円
弱
、
青
年
た
ち
の
資
金

と
浅
間
町
を
中
心
と
し
た
地
域

住
民
の
寄
付
で
ま
か
な
い
、
白

須
君
を
中
心
と
し
た
制
作
に
か

か
っ
た
労
力
は
無
償
で
し
た
。

将
来
あ
る
子
供
た
ち
の
た
め
、

上
町
区
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

の
、
５
０
如
の
八
角
形
の
手
作
り

子
供
み
こ
し
は
、
上
町
区
の
尊

い
財
産
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

■９■




